
門の話題長

▲センザキッチンの出店者と会話する両市長

相
互
の
道
の
駅
や
産
品
の
連
携
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大
を

下
関
・
長
門
の
両
市
長
が
Ｐ
Ｒ

　

３
月
11
日
（日）
、　

長
門
市
の
大

西
市
長
と
下
関
市
の
前
田
市
長

が
、
山
陰
観
光
列
車
「
◯
◯
の
は

な
し
」
に
乗
車
し
て
両
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
門
市
・
下
関
市
両
市
長
会
談

に
お
い
て
両
市
が
連
携
し
て
観
光

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、

実
現
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
両
市

長
は
、
ま
ず
出
発
イ
ベ
ン
ト
と
し

１
３
、０
０
０
株
の
花
を
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
植
栽

　

３
月
12
日
（月）
、
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ

ン
入
口
の
鯨
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺

に
１
３
、０
０
０
株
の
花
「
リ
ビ

ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー
ジ
ー
」
の
苗
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
苗
は
俵
山
小
原
の
小
田
正

臣
さ
ん
が
栽
培
し
た
も
の
で
、
セ

ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
に
あ
わ
せ
、
花
壇
に
植
え
て

ほ
し
い
と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で▲仙崎地区や俵山地区などから約 100 人がボランティアで参加

▲色とりどりの花がセンザキッチンへの来訪者をもてなす

▲山陰観光列車「◯◯のはなし」の乗客に魅力を PR

す
。
移
植
作
業
に
は
市
内
か
ら
約

100
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
、
約
３
時
間
か
け
て
ポ
ッ
ト

に
入
っ
た
苗
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
デ
ー
ジ
ー

は
、
３
月
末
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
咲
き
始
め
、
赤
、
白
、
黄
色

と
い
っ
た
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲

き
、
来
訪
者
を
出
迎
え
ま
す
。

て
「
道
の
駅
ほ
う
ほ
く
」
で
観
光

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
滝
部
駅
か
ら

「
◯
◯
の
は
な
し
」
に
乗
車
。
車

内
で
乗
客
ら
に
記
念
品
の
配
布
な

ど
両
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
」
を

訪
れ
た
両
市
長
は
「
互
い
の
道
の

駅
や
産
品
を
連
携
さ
せ
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
地
産
地
消
の
推
進
を

図
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

思
い
と
願
い
を
込
め
た
鯨
唄
を
引
き
継
ぐ

通
小
学
校
で
鯨
唄
引
継
式

　

３
月
２
日
（金）
、
通
小
学
校
で
鯨

唄
の
引
継
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
古
式
捕
鯨
で
栄
え
た
通

地
区
に
伝
わ
る
労
働
歌
で
あ
り
、

祝
い
唄
で
も
あ
る
「
通
鯨
唄
」
の

伝
承
活
動
に
昭
和
63
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
２
年
以
降

は
毎
年
卒
業
生
か
ら
在
校
生
に
引

継
が
行
わ
れ
、
今
回
が
27
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

通
鯨
唄
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
や

保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、
23
人
の

児
童
は
全
員
で
鯨
唄
「
祝
え
目
出

度
」「
朝
の
め
ざ
め
」
を
披
露
。

６
年
生
か
ら
５
年
生
へ
法
被
と
ば

ち
が
引
き
継
が
れ
た
後
、
在
校
生

だ
け
で
「
祝
え
目
出
度
」
を
歌
い
、

伝
統
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
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香
港
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
に
向
け
て
輸
出

長
州
黒
か
し
わ
が
初
め
て
海
外
へ

　

２
月
28
日
（水）
、
や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ

ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
長
州

黒
か
し
わ
」
が
初
め
て
海
外
へ
輸

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
出
荷
式

が
深
川
養
鶏
農
業
協
同
組
合
山
口

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
輸
出
さ
れ
る
の
は
長
州

黒
か
し
わ
の
も
も
肉
60
キ
ロ
で
、

香
港
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
「  

TH
EATER RESTAU

RAN
T

」
な

ど
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

県
産
農
林
水
産
物
な
ど
の
需
要

拡
大
を
進
め
る
「
や
ま
ぐ
ち
の
農

林
水
産
物
需
要
拡
大
協
議
会
」
と

深
川
養
鶏
が
準
備
を
進
め
て
き
た

も
の
で
、
現
地
の
シ
ェ
フ
の
評
価

が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
今
回
の
輸

出
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

里
山
の
自
然
と
食
、温
泉
を
満
喫

　

３
月
３
日
（土）
、「
第
２
回
Ｏ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
長
門
・
俵
山
温

泉
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

参
加
し
た
25
人
が
全
長
８
km
の

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、
豊
か

な
自
然
や
良
い
景
色
を
見
な
が
ら

歩
き
、
温
泉
地
が
持
つ
食
と
文
化

の
魅
力
を
体
験
す
る
ウ
ォ
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
で
、
昨
年
の
７
月
に
引
き

▲全校児童の歌声が体育館に響き渡る

▲全長８kmのコースを歩く

▲「ジューシーで美味しい」と評価された長州黒かしわ

▲各ポイントでは里山の恵みを堪能

続
き
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
「
ジ
ビ
エ
」
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
お
り
、
俵
山
地
区
で

獲
れ
る
鹿
や
猪
の
肉
を
使
っ
た
ジ

ビ
エ
料
理
が
、
農
家
の
縁
側
や
絶

景
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
ら
は
全
長
８
km
の
コ
ー

ス
を
歩
き
、
鹿
の
ロ
ー
ス
ト
や

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
し
し
汁
と
い
っ

た
グ
ル
メ
や
自
然
が
広
が
る
里
山

の
風
景
を
堪
能
し
ま
し
た
。

W
A
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「
長
門
・
俵
山
道
路
」
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

31
年
度
の
開
通
に
向
け
着
々
と

　

２
月
28
日
（水）
、「
長
門
・
俵
山

道
路
」
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
る

大
寧
寺
第
３
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

し
、
地
域
住
民
や
向
陽
小
学
校
の

児
童
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
230
人

が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。「
長
門
・

俵
山
道
路
」
は
深
川
湯
本
と
俵
山

小
原
を
つ
な
ぐ
延
長
5.5 

km
の
自

動
車
専
用
道
路
で
、
平
成
31
年
度

中
の
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲見学に訪れた向陽小学校の児童ら

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

郵
便
局
と
市
が
包
括
連
携
協
定

　

３
月
５
日
（月）
、
長
門
市
と
日
本

郵
便
株
式
会
社
長
門
市
内
郵
便
局

と
の「
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
地
域
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
お
よ
び
災
害
対
策
に

関
す
る
こ
と
な
ど
６
項
目
に
わ
た

る
連
携
・
協
力
分
野
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
組
が
検
討
さ
れ
、
進

め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

▲協定を交わす大西市長と末武地区統括局長

フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
を
皆
さ
ん
に
届
け
ま
す

タ
サ
ン 

志し

ま麻  

さ
ん

門の長 門の

（
家
政
婦
／
東
京
都
在
住

／
深
川
湯
本
河
原
出
身
）

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲４／21（土）にセンザキッチンでイベント予定（９Ｐ参照）

　

家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
家
政
婦
と

し
て
、
予
約
が
す
ぐ
に
埋
ま
る
こ
と

か
ら
「
伝
説
の
家
政
婦
シ
マ
さ
ん
」

と
し
て
テ
レ
ビ
な
ど
で
人
気
沸
騰
し

て
い
る
タ
サ
ン
志
麻
さ
ん
は
長
門
市

出
身
。
高
校
を
卒
業
後
、
調
理
師
専

門
学
校
に
進
み
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
学

ん
だ
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
ツ
星
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
で
約
15
年
勤
務
。
結
婚

を
機
に
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス
に
転
身

し
、
現
在
、
予
約
の
取
れ
な
い
家
政

婦
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
台
所
に
立
ち
、
料
理

に
親
し
ん
で
き
た
と
い
う
志
麻
さ

ん
。「
長
門
は
人
が
温
か
く
帰
っ
て

き
た
ら
ほ
っ
と
す
る
場
所
」
と
故
郷

の
印
象
を
話
し
ま
す
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
食
事
が
生
活
や

文
化
の
一
部
に
な
っ
て
い
て
、
家
族

の
食
事
の
時
間
を
と
て
も
大
切
に
す

る
。
仕
事
で
忙
し
い
お
母
さ
ん
の
負

担
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
あ
げ
た

い
」
と
家
事
代
行
へ
の
思
い
を
語
る

志
麻
さ
ん
。「
都
会
で
は
家
族
で
ゆ
っ

く
り
食
事
を
す
る
機
会
が
少
な
い
。

作
り
お
き
の
レ
シ
ピ
な
ど
提
供
し
、

家
族
で
食
べ
る
時
間
が
も
っ
と
増
え

て
い
け
ば
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

※
今
回
の
帰
省
の
様
子
は
５
月
中
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
サ
ン
ク
ス
ま
つ
り

芸
術
や
文
化
に
触
れ
た
二
日
間

　

３
月
３
日
（土）
、４
日
（日）
、ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
で「
サ
ン
ク
ス
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で

は
今
回
で
３
回
目
と
な
る
「Art 

M
arket Renaissa

」
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
ガ
ラ
ス
細
工
や
木
工

細
工
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
な
ど

の
ク
ラ
フ
ト
製
品
や
パ
ン
、弁
当
、

カ
レ
ー
な
ど
の
飲
食
を
提
供
す
る

ひ
と
り
暮
ら
し
の
た
め
の
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

新
生
活
を
支
え
る「
食
」を
学
ぶ

　

３
月
９
日
（金）
、
長
門
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
「
ひ
と
り
暮
ら
し
の
た

め
の
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
高
校
を
卒
業
し
て
新

生
活
を
迎
え
る
６
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

管
理
栄
養
士
か
ら
食
事
の
選
び

方
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
講

話
を
聴
い
た
後
、
長
門
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
の
会
員
の
指
導

の
も
と
「
ひ
じ
き
と
ツ
ナ
の
炊
き

込
み
ご
飯
」「
ポ
ー
ク
ピ
カ
タ
」「
ち

し
ゃ
な
ま
す
」「
さ
つ
ま
い
も
の

チ
ー
ズ
よ
う
か
ん
」
な
ど
５
品
を

調
理
。
食
材
の
切
り
方
や
手
順
を

教
わ
り
な
が
ら
、
協
力
し
て
調
理

を
進
め
、
完
成
後
は
全
員
で
試
食

し
ま
し
た
。

▲発掘調査の現場で、調査結果の説明を受ける

本
郷
山
崎
遺
跡
発
掘
調
査
の
現
場
説
明
会

県
内
最
古
級
の
稲
作
の
痕
跡
が
発
掘

　

２
月
24
日
（土）
、
向
津
具
地
区
の

本
郷
山
崎
遺
跡
発
掘
調
査
の
現
場

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
本
郷
地
区
の
圃
場
整
備
に
先

立
っ
て
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
を
行
い
、
工
事
に
よ
り
遺
跡
が

破
壊
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
の
記

録
の
保
存
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

昨
年
10
月
か
ら
調
査
が
実
施
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
県
内

最
古
級
の
稲
作
の
痕
跡
と
な
る
弥

生
時
代
前
半
の
灌
漑
用
と
思
わ
れ

る
溝
や
石
包
丁
が
見
つ
か
っ
た
ほ

か
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
集
落
が

発
見
さ
れ
、縄
文
時
代
か
ら
鎌
倉
・

室
町
時
代
に
か
け
て
の
幅
広
い
時

期
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
か
ら
こ
の
地
域
は
初

期
稲
作
文
化
の
東
進
ル
ー
ト
上
の

拠
点
的
な
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
、

石
器
石
材
入
手
な
ど
の
た
め
の
広

範
な
交
流
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
が
判
明
し
ま
し
た
。

▲作家とのふれあいも楽しみの一つ ▲「学んだことを新生活で生かしたい」と参加者

▲弥生時代の土器など出土品を見学

約
70
の
出
店
が
あ
り
、
来
場
者
は

お
気
に
入
り
の
作
家
の
作
品
を
手

に
取
っ
た
り
、
作
家
と
話
し
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

４
日
（日）
に
は
劇
場
で
長
門
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
愛
好
会
な
ど

が
出
演
す
る
「AM

R DAN
CE 

SH
O
W

」
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。


